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エイサー部  
  

 

対象生徒：エイサー部部員           地域連携実施協力者 

指導教員：山田哲久・森晴菜     介護施設、イベント実行委員会様、多賀小学校様 

 

取り組みの概要 

 私たちエイサー部は結成 13年目を迎えた。３年生１名、２年生７名、１年生４名の計 12

名で活動をした。平日は基本打ち・パート練習・通し練習などを行い、休日は演舞依頼をい

ただいた場所に赴いて演舞を披露した。今年度は約 40回の演舞を行い、内訳としては、熱

海市や伊東市にある介護施設への慰問やお祭り・イベントへの参加が多い。また、神奈川県

足柄下郡にある介護施設への慰問や、新宿エイサー・川崎はいさいフェスタへの参加など、

県外にも活躍の場を拡げている。 

 演舞の指導については、年に数回指導団体の方に来てもらい教えをいただいているが、普

段は上級生が下級生を指導したり、同じパートで見比べて教えあいをしたりと、生徒同士で

コミュニケーションを取りながら技術向上を図っている。 

さらに、大きい声を出して盛り上げることや、笑顔で場を和ま 

せるといった高校生の持っているエネルギーを見て下さる方に 

伝えることができるよう、練習内容も工夫をしている。 

 エイサーを踊る自分たちだけではなく、見て下さる方もみん 

なで楽しめるような演舞を披露できるよう、これからも練習に 

励んでいきたい。 

 

取り組んだこと 

2019.04.13 ATAMI BAY RESORT KORAKUEN 

2019.04.20 第 17回あたみスプリングマーケット 

2019.05.03 川崎はいさいフェスタ 

2019.05.25 日本マスターズ水泳短水路大会 

2019.05.26 伊豆高原十字の園 

2019.06.03 多賀小学校 演劇教室 

2019.06.08 ミモザ熱海湯庵 

2019.06.15 特別養護老人ホームうさみの園 

2019.06.23 静岡県高等学校文化連盟郷土芸能専門部合同発表会 

2019.06.29 湯河原温泉ケアセンターそよ風 

2019.06.30 東洋大学校友会 

2019.07.21 網代ベイフェスティバル 

2019.07.28 新宿エイサー 

2019.07.31 中学校一日体験入学 

2019.08.03 湯河原ゆうゆうの里 
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2019.08.04 夕涼みわくわく市 

2019.08.08 熱海海の見える病院 

2019.08.24 JCフェスタ 2019 

2019.09.07 介護老人保健施設みはらし 

2019.09.08 介護老人保健施設のぞみ 

2019.09.15 2019保育子育てのつどい 

2019.09.16 中銀ケアホテル 

2019.09.22 障害者支援施設碧の園・伊東市重度障害者デイサービスセンターひだまり 

2019.09.28 多賀小学校運動会 

2019.10.14 あたみ翔裕館 

2019.10.19 グループホームうさぎ伊東中央 

2019.10.19 今宮神社 

2019.10.20 ミモザ湯河原 

2019.10.25 桃陵祭校内発表 

2019.10.26 桃陵祭一般公開 

2019.10.27 熱海ガス 

2019.11.03 下多賀町内会 

2019.11.03 中野町内会 

2019.11.04 ぽっかぽか熱海館 

2019.11.23 伊東大田楽 

2019.12.15 静岡県高等学校文化連盟郷土芸能専門部第 24回文化祭 

2020.01.18 伊豆スカイライン熱海峠開通式 

2020.01.25 ミモザ白寿庵真鶴 

2020.02.02 あいら伊豆農業協同組合 下多賀支店 

 

取り組みの成果 

(1)地域と熱海高校エイサー部のつながり 

 演舞を披露する先々で、ありがたいお言葉をいただいている。時には涙を流して喜んで下

さる方もいて、その方々のお言葉や振る舞いが生徒にとってのモチベーションにもつなが

っている。私たちの演舞がとてもよいという評判が介護施設やイベント担当者の間で話題

になっているということを耳にしたこともある。そのおかげか、近年は演舞の依頼数が格段

に増えている。エイサー部の活動に理解を得られていることは非常に嬉しいことであり、エ

イサーを通して地域と熱海高校エイサー部のつながりが多くなっていることを実感する。 
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(2)主体性の向上 

 部活動がオフの日でも、生徒が自主練習を積極的に行うようになった。地域に必要とされ

ているという自覚が、生徒たちの行動を変えてくれていると感じる。その行動が周りにいる

生徒にも良い影響を与えている。また、こちらから指示をしなくても今の部活動に必要なも

のは何かということを生徒同士で話合いをしている場面も見られる。エイサー部での活動

を通じて、自ら考えて発信をする・共有をする・行動することの必要性に気付き、それゆえ

主体的に行動する力が養われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)コミュニケーション能力の向上 

 演舞の指導は生徒同士で行われるため、性別・学年・人間関係といった壁を超えたやりと

りをしなければならない。そのときに、伝える側はどのような言葉を選んで、どのような口

調を使うべきかを、伝えられる側の気持ちになって話をしなければならない。はじめのうち

は、言葉遣いの部分でうまくコミュニケーションを図ることができずに、トラブルが起こる

こともあったが、一緒に活動するにつれて、物事を伝える側の果たす役割を理解できるよう

になった。また、演舞のときには外部の方と接する機会がとても多い。そのため、普段から

会っている方だけではなく初めて会う方に対しても、挨拶や言葉遣いに気を付けて会話を

することや、他者と積極的に関わる姿勢を身に付けることができた。 
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今後取り組むべきこと 

エイサーの演舞は、生徒、各施設、団体の方々に好評であったため、来年度以降も継続して

いく。 

 今後の取り組みとして、エイサーを地域の人に知ってもらう機会を増やす。例えば、生徒

が地域の小中学生を対象にエイサー教室を開く。エイサーの魅力を知り、関心をもってもら

う。一人でも多くの人にエイサーの楽しさを知ってもらうことで、地域の人と生徒（学校）

の交流を活発にし、地域の活性化につなげていきたい。 
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パソコン部  
  

 

対象生徒：パソコン部                 地域連携実施協力者 

指導教員：パソコン部顧問               熱海高校管内の企業 

 

取り組みの概要 

これまで、主にタイピング練習と情報関係資格取得に向けての演習を行っていたが、パソ

コン室という閉鎖的な空間で静かに活動するだけでなく、時には外に出て様々な生活体験

をさせることで学校や地域に寄与する態度を育て、自己肯定感や自己有用感を醸成したい

と顧問は常々考えていた。 

パソコンを中心とした活動を継続しつつも、本校観光ビジネスコース生徒が開発したゼ

リー・まんじゅうなどの販売活動を通した熱海高校プロモーションや、地元食材（漁業・農

業）を利用した新商品開発とコンテストへの参加や販売、部員の居住する熱海・伊東・湯河

原・函南などの地域研究等、幅広い活動をしている。また、「うどん部」や「水族館部」な

どといった特色ある部活動名に変更することも検討している。 

取り組んだこと 

【2017年～】 

通学路・海岸清掃と草取り 

 【2018年３月～】 

  地元農家と協働してのレモン栽培管理 

【2018年５月～】 

あいら伊豆農業協同組合監修によるゴーヤ栽培 

【2019年３月～】 

地元農家の監修によるしいたけ菌打ちと栽培 

 【2019年５月 28日】 

あいら伊豆農業協同組合と協働してジャンボ落花生の種まき 

 【2019年 10月 24 日】 

あいら伊豆農業協同組合と協働してジャンボ落花生の収穫と調理 

 【2019年 10月 26 日】 

  文化祭で地元商店の取扱商品販売 

  あいら伊豆農業協同組合監修で育苗した草花・野菜苗の無料配布 

 【2019年 10月 27 日】 

  国立中央青少年交流の家において地元商店の取扱商品販売 

あいら伊豆農業協同組合監修で育苗した草花・野菜苗の無料配布 

 【2019年 12月 14 日】 

  ラスカ熱海において、地元農家から仕入れたレモンの販売 

 【2019年２月２日】 

あいら伊豆農業協同組合下多賀支店において本校開発商品の販売 
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 【2019年２月３日】 

パン樹久遠社長と新商品開発についての情報交換会 
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取り組みの成果 

⑴ 生徒の自己肯定感・自己有用感の向上 

 中学校時代は二番手三番手で、あまり周りから認められなかった生徒が、様々な生活体験

をしたことで、達成感や成就感を得る経験を積むことができた。部員たちで育てた農作物の

収穫時や、販売実習での完売時の表情を見るにつけ確実に育っていることを実感した。 

 

⑵ コミュニケーション能力の向上 

 様々な年齢層や各種業界のエキスパートとの交流で、それぞれの立場に応じたコミュニ

ケーションの取り方が上達したと感じた。特に販売実習では、お客様と接する中で自然に身

に付いたものも多く、自信につながった。児童や幼児には目線の高さを合わせて平易な言葉

で話したり、お年寄りには大きな声でゆっくりと対応したり、専門家の話にはメモを取って

質問を繰り返すなど学校以外の現場で身に付いたものが多い。 

 

⑶ 学校と地元企業との連携 

今年度は総合的な探究の時間でお世話になっている企業や販売実習で知り合った企業主、

あいら伊豆農業協同組合と連携できた。企業の方々からは、「今後も高校生と協働したい」、

「もっと新しい取組を考えたい」などといった御意見をいただいた。生徒も「視野が広がっ

た」、「プロはすごい」、「もっといろいろ作りたい」など肯定的な感想が多数であった。しか

しながら、「熱海は東京圏だからもっと大きな企業と関わり全国規模の商品開発をしたい」、

「テレビや県外の企業が熱海を盛り上げてくれている」という声も聞かれ、地域連携や地域

貢献を意識していない生徒も存在し、温度差も感じた。 
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今後取り組むべきこと 

地元パン工房と連携し、新商品の開発と継

続的な販売を行う。 

地元水産会社と連携し、ひもの作りと販

売、うにの飼育から養殖、未利用魚の活用と

商品開発を考える。 

伊豆地区の農家と連携し、本校敷地内の湧

水を利用したわさび栽培を実現する。 

生徒の保護者と連携し、漬物作りやジャム

作りや地域住民対象のパソコン教室など夢

は膨らむ。 

本部活動は、本校が研究指定校になったこ

とにより、成果を意識して活動しているわけ

ではない。部員が部活動方針を理解し、顧問

と対話をしながら活動をより活発にしてい

きたいと考えている。また、「観光ビジネス

部」や「レモン部」など部名変更も意識しな

がら活動していく。 
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吹 奏 楽 部  
  

 

対象生徒：吹奏楽部                 地域連携実施協力者 

指導教員：吹奏楽部顧問               南熱海第一病院 

 

取り組みの概要 

以前は、保育園にてクリスマス演奏、介護施設にて敬老の日演奏、祭りイベントにて演奏、

警察署、十国峠イベントなど出演依頼を受け訪問していた。しかし、近年部員人数も減少し

てしまい、ダイナミックな演奏に欠ける点もあり吹奏楽コンクール出場と校内における式

典演奏、野球応援といった限られた演奏機会に縮小してしまう傾向があった。 

今年度、南熱海第一病院からクリスマス演奏の御依頼を受け訪問演奏をした。 

取り組んだこと 

日 時 令和元年 12月 24日 15時～17時 

 会 場 南熱海第一病院 ４階・５階フロアー 

 対 象 入院患者 

 演奏者 吹奏楽部１・２年生、教職員 

曲 目 ジングルベル 

聖夜 

日本愛唱歌集 

君の瞳に恋してる 

ハナミズキ 

 

 

 

取り組みの成果 

（１） 生徒の自己肯定感・自己有用感の向上 

    日頃、部員の少なさによるモチベーションの低下が否めない状況であったが、観客

からの拍手喝采により自信を取り戻した。 

 

（２） コミュニケーションの向上 

    生徒自らが、現場で打ち合わせを行うことでコミュニケーション能力の育成につ

ながっている。当日、南熱海第一病院担当者および院長とのコミュニケーションを図

り、次年度以降の進路選択や吹奏楽部の活動につながった。 

今後取り組むべきこと 

  今回の演奏依頼をきっかけに、生徒の意欲も向上した。４月５日姫の沢公園、４月

26日函南ゲートウェイにて演奏を披露する。積極的な活動を試みる。 
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報 道 部  
  

 

対象生徒：報道部部員３年生５名、１年生２名  地域連携実施協力者 

指導教員：野田正人・平沢圭子         三島信用金庫 ほか 

 

取り組みの概要 

報道部は「学校応援団」をモットーに、本校生徒の活躍や身近なところでの魅力の発見に

努め、新聞を作成している。校内新聞「熱高ニュース」としては校内印刷版を月 1回、外部

印刷業者依頼発行新聞は年 1 回を目安に活動している。さらに高校生と地域をつなぐこと

を目指し、高校に関わる校外の情報についても記事に盛り込む活動を始めている。 

また、地元金融機関、他校新聞部との協働による紙面作成も行っている。これは三島信用

金庫が地域創生事業の一環として平成 29年３月に「まち・ひと・しごと新聞」を創刊した

ことに端を発している。この事業は地元高校生が地元企業の取材と新聞制作を行うことで、

高校生に地域への関心を高めてもらうということを目的としている。 

本校は平成 29年度（平成 30年３月発行）版より参加し、令和元年度で３回目の参加とな

る。地元で活躍している優良企業を訪問し、高校生目線での取材を行うことで、地域に根差

した魅力ある企業の紹介とともに、地域資源の再確認を促すことにつながっている。 

 

取り組んだこと 

１ 通常の部活動における「地域とのつながり」 

（１）過年度の活動 

校内発行新聞および外部印刷業者依頼発行新聞において、地域の出来事を題材に紙面作

成をした。後者の新聞は生徒を通して保護者にも配布される。 

平成 29年度は熱海市内の交通事故に関わる記事、および熱海の夏を彩る祭典「こがし祭

り」に関する記事を作成した。 

平成 30年度は全国高校総合文化祭長野大会ボランティア部門に出場した本校ボランティ

ア部を取材するために長野県駒ケ根市まで赴き、地域と密着した活動をするボランティア

部の活動を紹介した。さらに同大会新聞部門にも本校報道部が出場・参加しており、全国他

県の大会出場者とともに長野県内各所での取材活動を行い、地域の魅力を掘り起こしつつ

大会期間中に新聞を作成する大会の取り組みを、校内新聞にて紹介した。他にも、熱海駅前

での観光ビジネスコース２年生による販売実習や、２年生全員が参加・実施した夏のインタ

ーンシップについて記事を作成した。市内各所の企業・事業所でインターンシップをする様

子を紙面で報じることなどにより、地域で地元の人と学ぶ高校生の様子を、他学年の生徒に

伝えることができた。 
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（２）本年度の取り組み 

令和元年度は「熱高ニュース」第 93 号４面で「熱海を知る！ 今、熱海は…」と題し、

熱海市街に取材に出かけ、地域の様子についての紙面を作成した（令和２年１月 31日発行）。

年間の観光客数が３年連続 300万人を超え、「熱海の軌跡」と呼ばれる地域活性の回復傾向

を見せている熱海市街の実際の様子について取材し、紙面にして高校生に配布することで、

地域への関心を持ってもらおうという狙いで実施した。取材先の選定については生徒自身

が行った。取材日は 12月下旬である。 

１つめの取材先は、賑わいを見せる熱海駅商業ビル「ラスカ」である。ビル内の店舗であ

るかまぼこ屋「丸天」、洋菓子店「住吉屋」のそれぞれの店長と、駅ビル運営会社「ラスカ」

の営業課長代理に取材した。熱海駅周辺の活性度は非

常に高く、両店舗とも市内外に複数店舗を持つもので

あるが本店をしのぐ売り上げを見せている状況を聞

き、肌で感じることができた。 

２つ目の取材先は、熱海への移住相談を受け付けて

いる中屋香織氏である。海岸至近の古い店舗をリノベ

ーションし、レンタルオフィスとして活用している建

物で移住相談を受けている中

屋氏に話を聞けば、市内の不動

産売買の活況などについて把

握できると考え、取材した（写

真右上）。生徒は、熱海市内は

約半数が空き家という状況を

伺い、駅周辺の活況とは異な

り、活性化している波には必ず

しも地域全体で乗り切れてい

ない様子を目の当たりにする

ことができた。当初の予定で

は、不動産が活発に売り買いさ

れている様子がうかがえると

考えていた生徒たちであった

が、高所得者層向けの不動産を

除いてはあまり景気が良いと

は言えない状況であることが

確認できた。 
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２ 三島信用金庫発行「まち・ひと・しごと新聞」 

本校報道部が三島信用金庫の「まち・ひと・しごと新聞」事業に参加したのは、平成 29

年度第２号からである。新聞作

成担当高校については、平成 28

年度は韮山高校写真報道部が単

体で取り組み、平成 29 年度から

は本校報道部および日本大学三

島高校新聞部、平成 30 年度から

は沼津東高校新聞部が加わり、

４校で紙面を分担し制作してい

る。 

制作のスケジュールは（１）９

月中旬に三島信用金庫からの趣

旨説明、参画依頼、（２）10月初

旬に取材企業の選定と企業への

取材依頼、（３）10月末に高校と

取材企業の日程調整、（４）12月

末までに企業取材、記事作成、

（５）１月初旬までに取材企業

による記事確認・最終データ入

稿、（６）２月末に印刷、３月１

日発行、各校の卒業式で配布と

なっている。企業の選定は、複数

社に候補を絞るところまでは三

島信用金庫側が、最終的に選考、決定する過程で教員と生徒が関わる形態である。 

平成 29年度第２号では、土屋優行静岡県副知事を交えての地域活性化に関する高校生座

談会に参加・取材し、記事を作成した（写真右）。あわせて、熱海にある空調設備の設置、

メンテナンスを行う企業「平和エアテック」を取材し、観光産業を「裏方」として支える企

業の存在をクローズアップした。 

平成 30年度第３号では地元熱海の企業２社を取材した。熱海をはじめとする伊豆東海岸

で港湾土木、護岸建設をしている「青木建設」と、宿泊業の「秀花園 湯の花膳」を訪問し

紙面作成した。 

令和元年度第４号では、伊東に本社を置く運輸業の「伊豆急行株式会社」、熱海を代表す

るホテル「ホテルニューアカオ」を取材した。「伊豆急行」では伊豆の観光産業発展と歩み

を共にしてきた会社の歴史、多様な業務の様子、さらにはどのような人材が求められている

かなど、多岐にわたる社員の思いをまとめた。「ホテルニューアカオ」では観光産業から熱

海の発展を支えている企業の新しい取り組みや今後の方向性などを伺い、社員を大事にす

る社風や社是から見える企業風土についての紙面（写真右）を作成した。 
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取り組みの成果 

一般的に言われている言説について、実際に現場に赴き確認することで多様な側面で理

解することができるようになったと思われる。例えば、賑わいのある熱海駅周辺と、空き家

対策に苦慮している不動産仲介業の実態を知ることで、熱海における観光の活性化が地域

をあまねく活性化させているわけではないことを、生徒は実地で知ることができた。また、

紙面は図らずも、地域の光と影の部分を取り上げた形となり、生徒は物事を複数の側面から

見ることの大切さを実感していた。 

企業での取材では、全社一斉休館やウォークビズ（歩きやすい格好での出勤を認め、社員

の健康増進を図る取り組み）、ほめる文化の醸成のための工夫など、働き方改革への具体的

な取り組みを紹介してくれることもあった。現今のニュースで話題となっている事柄が、現

場で如何に実践されているかといったことも学ぶことができた。 

さらには地域における企業の役割や、地域への貢献についての思いを社長や社員から直

接聞くことで、生徒は仕事を通しての自己実現と地域貢献について考えるようになった。 

より細かい点を言えば、大人に対する質問の仕方、準備の在り方、メモの取り方から名刺

の受け取り方まで、地域に出向き社会人と接することで学校での学びでは実現しにくい社

会性の涵養につながる学びの機会があった。ポジティブに生きるための思考方法を語って

くれる経営者もおり、単なる「お仕事紹介」ではない多様な学びの機会となっている。 

 

今後取り組むべきこと 

 本校生徒はコミュニケーションを不得意とする生徒が多い印象がある。報道部部員も決

して社交的とは言えない。が、だからといって相手に対しての配慮より、生徒を社会に出す

場面から遠ざけてしまうのは、却って問題であると考える。コミュニケーションが苦手であ

るからこそ、より実践・実地の機会を増やす。そうすることで少しずつでも改善していくこ

とはある。応対してくださる社会人側にもご理解をいただき、高校生を「地域とともに育て

る」意識を醸成していきたい。 

 そのためにも、地域と結びついた活動の領域を広げ、機会を増やしていく必要があると考

える。今後は伊東市域の高校、賀茂郡の高校など、伊豆のより狭いエリアでの魅力発見への

取り組みの協同化とともに、広い目から見た地域を意識できるような、視点を変えた地域と

の取り組みを作り、生徒への学びの機会を設けていきたい。 
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ヨット部 <網 代 祭 り >  
  

 

対象生徒：熱海高校ヨット部部員          地域連携実施協力者 

指導教員：後藤昇太                阿治古神社護持会 

取り組みの概要 

 本校近くの網代町に、地域の守り神を祭った阿治古神社があり、毎年７月 19～21日にか

けて例大祭が行われている。20 日には、みこしに代わる御神船「両宮丸」を男衆が町内を

引き回す。しかし、近年の人口減少にともない、祭りの伝統継承が難しい状況が続いている。

そこで、網代町の目前である多賀湾で活動をしている熱海高校ヨット部部員が祭りに参加

することで、地域社会への貢献及び伝統継承の一助となっている。 

 

取り組んだこと 

 ７月 20日(土)の御神船両宮丸引き回しに、阿治古神社護持会の約

60人の男衆に交じり、本校男子生徒８名が参加した。長さ約 12メー

トル、重さ約２トンもある御神船「両宮丸」を、「やーやー」と声を

上げながら網代町内を引き回した。沿道では地域住民らが待ち受け、

紙で包んだおひねりを投げて大漁と海上安全を祈願していた。 

 

取り組みの成果 

 両宮丸引き回しは、一日がかりの重労働であったため、生徒は一様に疲労困憊であった。

しかし、生徒からは「地元の人と話ができて楽しかった。」との声が聞こえた。今年度は２

年ぶりのインターハイ出場が決まった時期であり、地域の方々と普段の部活動について話

したり、激励の言葉をいただいた様子であった。 

 地域の方からは、「若い衆が参加したおかげでとても助かった。」と感謝の言葉をいただい

た。元気のあるヨット部部員の参加は、祭り全体を活気づけることに貢献した。 

 今回参加した生徒８名は全員、熱海市（網代町外）、伊東市、富士市

から通う生徒たちである。今回の経験で、生徒たちは普段部活動をし

ている地域における海と人との伝統的な関わりを体験することがで

きた。また、普段から地元のヨット部の活動を見守ってくださってい

る地域の方々の温かいサポートを肌で感じる貴重な機会となった。 

 

今後取り組むべきこと 

 今後も、地域社会の担い手として本校ヨット部として活動を継続していきたいと考えて

いる。しかし、毎年開催日が固定されているため、７月 20日が平日となる場合は学校と重

なり、祭りへの参加が困難となる（今年度は土曜日開催）。来年度以降平日開催の場合は、

学習活動に影響のない形での協力を考えていく必要がある。 
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生 徒 会 ＜こ ど も食 堂 ＞  
   

 

対象生徒：２年・３年福祉類型                 地域連携実施協力者 

指導教員：永吉優里・福田千恵             寺子屋キッチンのスタッフ様                

 

取り組みの概要 

 

 ２年福祉類型９名と３年福祉類型 13名が、子ども食堂 

を定期的に開催している熱海市内にある寺子屋キッチンへ 

行き、ボランティアを実施した。 

子ども食堂とは、子どもやその親、および地域の人々に 

対し、無料または安価で栄養のある食事や温かな団らんを 

提供するための社会活動である。このような、「人が多く 

集まる場所」が全国的に広がってきている。全国に子ども 

食堂が増えたことで、全国の貧困に対する意識も変わって 

きている。 

今回参加させていただいた子ども食堂では、熱海市内に 

住んでいる子どもが来て、一緒に昼食を作り折り紙などで 

創作活動を行い、ジェンガやけん玉など、昔ながらの遊び 

を行った。子ども食堂は月に２回、第１・第３日曜日の 10 

時から 14時に開かれ、熱海市内に住んでいる子どもたちか 

ら近隣住民の人たちも幅広く集まれる居場所になっている。 

 

取り組んだこと 

 

【第１回】  

〇日 時：７月２日（火） 

〇参加者：福祉類型２年 源久・小松 

〇内 容：午前中に昼食作り、午後からＵＮＯやジェンガを子どもと一緒に行った。 

 

【第２回】  

〇日 時：７月 21日（日） 

〇参加者：福祉類型２年 内山・南 福祉類型３年 田中 

〇内 容：午前中に昼食作り、午後から怪獣の絵画コンテストに向けて絵を一緒に描いた。 
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【第３回】  

〇日 時：９月１日（日） 

〇参加者：福祉類型３年 草野・鈴木久・羽成・村崎 

〇内 容：午前中にいなり寿司を作り、午後からはＵＮＯやジェンガを子どもと 

一緒に行った。 

 

【第４回】  

〇日 時：９月 15日（日） 

〇参加者：福祉類型３年 小黒・川口 

〇内 容：午前にお弁当を作り、午後から麦わら帽子のクラフト作成を行った。 

 

【第５回】  

〇日 時：10月 20日（日） 

〇参加者：福祉類型３年 久保田・鈴木晴 

〇内 容：クリスマスツリーを作成した。 

 

【第６回】  

〇日 時：１月 19日（日） 

〇参加者：福祉類型２年 宮原 福祉類型３年 中道・成田 

〇内 容：午前中にアップルパイを作り、午後からは折り紙で動物を作った。 

 

【桃陵祭 一般公開】 

〇日 時：10月 26日（土） 

〇実施者：熱海高校福祉類型２年（９人）・３年（13人） 

○参加者：近隣に住む子どもたち、授業の一貫で交流活動を一緒に行っている多賀小学生 

〇内 容：午前中には、折り紙でツリー等を作る創作活動を行った。子どもたちは高校生と

一緒に楽しく活動した。午後からは、昼食のカレーを無料で提供し、一緒に食べ

た。また、10 円でお菓子釣りを行い、子どもたちはとても楽しそうだった。販

売では、ポップコーンと小田原にある障害者の方が製造した石鹸を販売した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


















































